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晴れ着を身に付け、前途洋々な新成人一同 

  
 

人 口 の う ご き 

平成２２年１月１日 

総人口   １０，２６１（－  ５） 

  男       ４，９１０（＋  ３） 

女       ５，３５１（－  ８） 

世帯数    ５，５１８（－  ６） 

今 月 の 主 な 記 事 

○ ぱしふぃっくびーなす………Ｐ２ 

○ お知らせ‥……………………Ｐ３ 

○カレンダー ‥…………………Ｐ８ 

○戸籍の窓 ‥‥…………………Ｐ９ 

○まちの話題 …………………Ｐ１０

カッコ内は前月との比較      
 



          ２月１４日（日） まちづくりフェスティバル   広報せとうち(２) 
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ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
ー
な
す
寄
港 入港する豪華客船 

船長らへ花束贈呈 

ホテルのフロント？ ジャグジーやプールも 船内で買い物も出来ます 

真珠に見とれる乗船客 紬は一生物ですよ 

小学生のフラダンス 出港前に８月踊りを披露 



広報せとうち（３）   ２月１４日（日） まちづくりフェスティバル 

   

☆ 平成２２年度 瀬戸内町臨時職員の募集について ☆ 

瀬戸内町役場では、平成２２年度の臨時職員を募集します。 

【応募資格】 

① 平成２２年４月１日現在で満年齢１８歳以上６０歳未満の者 

② 瀬戸内町に住所を有している者 

③ 町税及び使用料に滞納がない者（同一世帯含む） 

【応募期間】 

 平成２２年２月１日（月）から平成２２年２月１５日（月）まで 

（土、日、祭日は除く） ※ 郵送可 ２月１５日（月）消印有効 

【申込手続】 

 所定の申込書兼履歴書（町ＨＰ，役場総務課に設置）を提出。 

【採用方法】 

 作文（４００字詰め原稿用紙１枚程度）及び書類選考で実施。 

採用者には別途通知 

【雇用期間】 

 年間契約 平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日まで 

【職  種】 

事務及び技術補助員、給食センター調理員・配送業務運転手、学校用務員等 

【問い合わせ先】 〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津２３番地 

瀬戸内町役場総務課 人事行政係 ℡ ０９９７－７２－１１１１ 

 

 

次の行為は法律に違反することをご存知ですか？ 

 
① 自家用車で人を運び、金品を受け取ること。 

② 貨物運送業者が、荷物と一緒に人を運ぶこと。       → 違反 

③ 運転代行業者が、代行者（随伴車）に人を乗せて運ぶこと。 
 
自家用自動車（「白」または「黄」ナンバー）、または、貨物運送事業用自動車

（「緑」または「黒」ナンバー）の車両で、旅客（人）を運送し、金品を受け取

ることは、道路運送法により禁止されています。 

住民の皆さんは、上記車両を、バスやタクシー代わりに利用しないようお願い

します。 

【問合せ先】 

   九州運輸局鹿児島運輸支局（℡：099-261-9192） 

   大島自動車検査登録事務所（℡：0997-52-0757） 

 

☆ 九州運輸局鹿児島運輸支局からのお知らせ ☆ 



２月１４日（日） まちづくりフェスティバル   広報せとうち（４） 

☆ 町県民税・国民健康保険税簡易申告のおしらせ ☆  
 
 町政運営及び税務行政の推進につきましては、日頃から深いご理解を賜り厚

く感謝申し上げます。 
 さて、従来各集落を訪問し、町県民税・国民健康保険税簡易申告を行ってお

りましたが、今年からは、実施いたしません。ついては、下記要領により申告

をお願いします。町県民税の申告は、市町村や都道府県が前年１年間の所得に

対して今年度課すべき税額を適正に計算するための基礎資料となりますので必

ず申告をお願いいたします。 
【報告期間】平成２１年１月～平成２１年１２月分までの各収入 

 申告に持参するもの（印鑑・保険証・その他収入等の確認ができる証明書） 

【該 当 者】平成２１年１月～１２月分の収入がある方及び収入がない方も対象 

（ただし、年金だけの支払を受けている方については申告の必要はありません） 

【申告期間】平成２２年２月１日～平成２２年３月末日（土・日・祭日を除く） 

【申告場所】税務課窓口 
 
 
 
 所得税の確定申告は、前年１年間のあなたの所得に対する税金を清算する大

切な手続きです。平成２１年分の確定申告は、平成２２年２月１６日（火）～

平成２２年３月１５日（月）ですが、期限間近になりますと税務署は大変混雑

し、落ち着いて相談できなかったり、長時間お待ちいただくことになりますの

でお早めに手続きをお済ませください。また、所得税・贈与税及び消費税申告

相談日については、下記のとおりです。 
【会 場】 名瀬合同庁舎 ４階会議室 
【日 時】 平成２２年２月１６日（火）平成２２年３月１５日（月）まで 

（上記期間中の土・日・祭日を除く１箇月間の午前９時から午後４時まで、

なお、消費税は平成２２年３月３１日（水）までとなっております。） 
【問合せ先】 瀬戸内町役場税務課 住民・国保税係 ℡ ７２－１１１６ 
 
 
 
 

名瀬保健所は、地域住民の利便性の向上や効率的な組織運営等を図るため、

大島支庁本庁舎敷地（別館１階，２階）に移転しますのでお知らせします。 

【現在地】：〒894-0032 奄美市名瀬柳町２－１ 

【移転先】：〒894-8501 奄美市名瀬永田町１７－３ 

【移転日】：平成２２年３月４日（木） 

【問合せ先】大島支庁健康企画課（名瀬保健所）℡ ０９９７－５２－５４１１ 

※従来の電話番号，ファックス番号に変更はなく，そのまま使用できます。 

☆ 所得税の確定申告についてのお知らせ ☆ 

☆ 名瀬保健所移転のお知らせ ☆ 



広報せとうち（５）    ２月１４日（日） まちづくりフェスティバル 

☆ 瀬戸内町清掃業務等委託募集について ☆ 
 
 
 
【応募資格】 
① 瀬戸内町に住所を有する６５歳未満の個人又は団体 
② 町税等に滞納がない者（同一世帯を含む） 
【募集内容】 
① 瀬戸内町トイレ施設の清掃に関する業務 
② 業務委託期間：平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日（１年間） 
③ 業務内容 

施設名及び委託内容 
  施 設 名 場所 業務時間 年間委託料  単 価  摘 要 主 管 課 
1 大湊公衆トイレ 大湊 １時間/日 250,600 円 700 円/1ｈ 30 日/月 水産振興課 
2 松江公園トイレ 松江 １時間/日 250,600 円 700 円/1ｈ 30 日/月 水産振興課 
3 古仁屋漁港公園トイレ 大湊 １時間/日 250,600 円 700 円/1ｈ 30 日/月 水産振興課 
4 春日公園 春日 １時間/日 250,600 円 700 円/1ｈ 30 日/月 建 設 課 
5 船津公園 大湊 １時間/日 250,600 円 700 円/1ｈ 30 日/月 建 設 課 
6 瀬久井東公園 瀬久井東 １時間/日 250,600 円 700 円/1ｈ 30 日/月 建 設 課 

※ 詳細については、主管課にお問合せください。 
【応募期間】：平成 22 年 2 月 1 日～平成 22 年 2 月 15 日（月）まで 
【応募方法】 
① 所定の募集申込書により持参又は郵送（2 月 15 日 消印有効） 
② 必要書類：住民票・納税証明書 各 1 通（個人又は代表者） 
【提出先】：瀬戸内町役場総務課人事行政係 庁舎 2F ℡ ７２－１１１１ 

※ 応募申込書及び業務等委託仕様書は、役場担当課でお求めください。 
 水産振興課船舶交通係 庁舎 2F ℡ ７２－１１１４（直通） 
 建 設 課 住 宅 係  庁舎 3F ℡ ７２－１１９７（直通） 
 
 
 
 

鹿児島県司法書士会では、住民の皆様に相続登記を放置せずに、できるだけ

早い時期に登記手続きを行うことを勧めるため、２月中の１個月間を「相続登

記はお済ですか月間」に設定し、下記のとおり無料相談活動を実施します。 
【名  称】「相続登記はお済ですか月間」相談活動 
【実施期間】平成２２年２月１日から同月２８日までの１箇月間 
【相談対象】相続登記並びにこれに関する相談 
【実施方法】鹿児島県司法書士会所属の会員事務所において無料で 

相談を受け付ける 
【問合せ先】鹿児島県司法書士会 ℡ ０９９－２５６－０３３５ 

☆ 相続登記はお済ですか？ ☆ 



     ２月１４日（日） まちづくりフェスティバル  広報せとうち（６） 

☆ 瀬戸内町船舶交通事業業務等委託募集について ☆ 

【応募資格】  

①  瀬戸内町加計呂麻地区に住所を有する６５歳未満の個人又は団体  

②  万一の事故発生時において、損害賠償を確実に担保できる者  

③  町税等に滞納がない者（同一世帯含む）  

【募集内容】  

①  瀬戸内町営定期船「フェリーかけろま」船舶待合所の乗船券発売

及び待合所管理業務、その他船舶事業に関する業務。  

②  業務委託期間：平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日（１年間） 

③  業務の場所及び時間  

・  瀬相待合所（加計呂麻地区）：午前７時～午後６時３０分  

・  生間待合所（加計呂麻地区）：午前８時～午後５時  

④  年間委託料  

待合所名  委  託  料  摘    要  

瀬相待合所  1,860,000 円  155,000 円 /月支払い  

生間待合所  1,680,000 円  140,000 円 /月支払い  

【応募期間】  

 平成 22 年 2 月 1 日（月）～平成 22 年 2 月 15 日（月）まで  

【応募方法】 

①所定の募集申込書により持参又は郵送（2 月 15 日（月） 消印有効） 

②必要添付書類：住民票・所得額証明書・納税証明書 各 1 通（個人又は代表者） 

◎ 詳細についてのお問合せや応募申込書及び業務等委託仕様書については、 

瀬戸内町役場水産振興課船舶交通係（℡72-1114）へお願いします。 

【応募先】瀬戸内町役場総務課人事行政係 庁舎 2Ｆ ℡ 72－1111 

 

 

 

ブロードバンドの環境整備については、以前より不便を強いられていました、

加計呂麻島、請島、与路島及び大島本島の一部の地域において、この度、高速

回線（ADSL）を整備し、インターネットサービスを受けることができます。 

 この事業は、平成２１年度奄美群島振興開発事業による奄美群島ブロードバ

ンド基盤整備事業で本町の７局（節子局・古志局・管鈍局・木慈局・勝能局・

請島局・与路島局）を整備し、情報通信事業者（関西ブロードバンド株式会社）

に貸し出す公設民営方式で実施するものです。 

 今回の７局は、３月までに完成しまして、ADSL サービス開始のための説明

会を関西ブロードバンド株式会社から委託を受けた（オーシャンブロードバン

ド株式会社）が町内各地区で行う予定であります。 

【問合せ先】委託先 オーシャンブロードバンド株式会社 0997-52-9860 

瀬戸内町役場 企画課 情報政策係 0997-72-1112（直通） 

☆ ブロードバンド（ADSL）環境整備がされます！！ ☆ 



広報せとうち（７）   ２月１４日（日） まちづくりフェスティバル   

合   格 

 

 
執 行 官 に な る に は …                   

～ 執行官採用選考について ～   

執行官になるには，執行官採用選考（以下，単に「採用選考」といいます。）を 
受験し，これに合格する必要があります（裁判所法６２条２項，執行官規則１条１項）。 

受 験 資 格 

 ◆公務員以外…法律に関する実務の経験を１０年以上有する者 
 ◆公 務 員…行政職俸給表（一）に定める職務の級が５級以上の職にあった者等  

募集・実施（地方裁判所） 

 採用選考は，執行官の職務等に関係する法律科目の筆記試験（択一式・論文式）と 
 面接試験により行われます。              

採 用 さ れ る と

 
 執行官は，財産の差押えや家の明渡しなど，裁判で命じられたことが行われないと 
  きにその内容を強制的に実現したり，競売不動産の現況調査を行うことなどを主な仕 
  事とします。 

執行官に求められるもの！ 

直接的な公権力の行使 

 個人の生活圏内に立ち入り，直

接的かつ強制的に権利の実現や

調査を行うことを主とし，関係者

のプライバシーにも直接影響を

与える。 

債務者等からの抵抗 

 利害の鋭く対立する当事者の

狭間にあって，債務者等から抵抗

を受けることも多く，ときに暴力

を伴うような反発を受けること

もある。 

執 

行 

官 

◎高度な法律知識とこれに基づく        
 即時の判断能力 
◎厳格な公平中立性と高度の倫理観 

◎債務者等の信頼を得られる柔軟か 
 つ優れた折衝・交渉・説得能力 
◎冷静沈着かつ臨機応変な対応力・ 
 強靱な精神力 



         ２月１４日（日） まちづくりフェスティバル    広報せとうち（８） 

2月 2010年(平成22年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

31 1 2 3 4 5 6 

   

7 8 9 10 11 12 13 

  

建国記念の

日 

 

 

14 15 16 17 18 19 20 
◆まちづく

りフェステ

ィバル 

  

◆青少年育

成の日 

◆地産地消 

朝市（海の駅） 

 

21 22 23 24 25 26 27 
◆家庭の日 

      
28 1 2 3 4 5 6 
◆職域駅伝

競走大会 

   

○まちづくりフェスティバル、青少年育成の日、家庭の日の問合せは、社会教育課へ 

○地産地消朝市の問合せは、農林課へ 

○職域駅伝競走大会の問合せは、陸上連盟へ問い合わせてください。 

※ ご存知ですか？社会には様々な人権問題があることを！ 
 人権について、勉強してみよう！ 今月の四字熟語 「自他尊重」 
意味は、自分と相手の存在や考え方などを尊重すること 
 性別にかかわりなく、一人ひとりの個性を尊重し、その人らしく生きることができる 
社会を実現したいものです。                     
※ 第３日曜日は、市街地自治会清掃の日となっています。ご協力をお願いします。 
【問合せ先】瀬戸内町役場 教育委員会 社会教育課 ℡ ７２－０１１３ 



広報せとうち(９)     ２月１４日（日） まちづくりフェスティバル        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 12

月に届けられた

分のうち、希望者

のみを掲載してい

ます。 （敬称略） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
年金キャラクター

「もくもく」  

お
誕
生 

 
 

お
め
で
と
う 

 
 

名 

前 
 

保
護
者 

住
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

勝
田 

琉
南

る

な 

芳
樹 

古
仁
屋 

田
畑 

龍
彗

り
ゅ
う
せ
い 

洋
介 

西
阿
室 

玉
利
聡そ

う

太
郎

た

ろ

う 

淳 
 

古
仁
屋 

三
島 

佑
輝

ゆ

う

き 

茂
尚 

古
仁
屋 

齋
藤 

史
弥

ふ

み

や 

誠 
 

篠 

川 

松
本 

暖
樹

だ
ん
じ
ゅ 

晋
平 

嘉 

徳 

 

ご
結
婚 

 
 

お
め
で
と
う 

名 

前 
 
 

 

本 

籍 

伊
村 

広
大 

 

久 

慈 

盛 
 

治
加 

 

奄
美
市 

 

お
悔
や
み 

 
 

申
し
上
げ
ま
す 

 

氏 

名 
 
 
 

年
齢 

 

本 

籍 

登
島 

ヒ
ロ 

９４ 

勝 

能 

 

ハ
ツ
子 

９９ 

秋 

徳 

碩 

キ
ク
エ 

８２ 

阿
木
名 

福
山 

利
久 

８２ 

西
阿
室 

程 
 

弘
子 

７４ 

勝 

能 

田
原 

文
弘 

５８ 

古
仁
屋 

 
香
典
返
し(

社
協
へ)

１０
月
分 

（
遺
族
） 

（
故
人
）(

住
所)  

濱
畑 

勝
美 
和
歌
子 

瀬
久
井 

鎌
田
ミ
サ
子 
正 
文 

清 

水 

登
島 

満
宏 

ヒ

ロ 
勝 

能 

渡
島 

幸
代 

恭 

臣 
春 

日 

合
計 

金
５
５
，
０
０
０
円
也 

 

広
報
紙
郵
送
料 

 

 

（
氏
名
） 

 
 

 
 
 
(

住
所)  

國
島 

力
男 

一
万
円 

東
近
江
市 

Ｗ 

Ｔ 
 

一
万
円 

東
京
都 

清
原 

秀
介 

一
万
円 

大
阪
市 

永
井 

和
徳 

五
千
円 

池
田
市 

川
畑 

秀
光 

一
万
円 

犬
山
市 

                          

   

誕
生
月
の
手
続
き
（
現
況
届
） 

年
金
を
引
き
続
き
受
け
取
る
た
め
に
は
、
毎
年
誕
生
月
の
末 

日
ま
で
に
、
「
年
金
受
給
権
者
現
況
届
（
現
況
届
）
」
を
事
務
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

現
況
届
は
、
年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め
の
権
利
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、
毎
年
誕
生
月
の
初
め

頃
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
提
出
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

氏
名
や
住
所
の
変
更
な
ど
に
よ
っ
て
、
誕
生
月
の
中
頃
に
な
っ

て
も
現
況
届
の
用
紙
が
届
か
な
い
と
き
は
、
奄
美
大
島
年
金
事

務
所
や
町
役
場
国
民
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
現
況
届
の
提
出
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。 

○ 

年
金
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
支
払
い
決
定
年
月
日
か
ら     

  
  

一
年
以
内
で
あ
る
と
き 

○ 

年
金
全
額
が
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
と
き 

○ 

全
額
支
給
停
止
の
年
金
が
、
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
一
年
以
内
の
と
き 

○ 

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
確
認
で
き
る
方 

 

「広報せとうち」に広告掲載できます。 

広告サイズ 広告掲載料(１回) 

縦 ５cm×横 ８cm ５，０００円 

縦 ５cm×横 17cm １０，０００円 

６箇月連続掲載で、１回分無料に！ 

【問い合せ先】役場企画課情報政策係 ７２－１１１２ 

ね
ん
き
ん 

コ
ー
ナ
ー 

奄美パーク美術講演についてお知らせ 
【日 時】平成２２年２月７日（日） 
     １４：００～１５：３０ 
【場 所】奄美パークレクチャールーム 
【講 師】伊藤羊子氏（長野県主任学芸員） 
【参加費】無料 
講演テーマ：「もうひとつの生誕１００年」

―東山魁夷と田中一村― 



         ２月１４日（日） まちづくりフェスティバル  広報せとうち（１０） 

～
古
仁
屋
相
撲
ク
ラ
ブ
生
活
躍
～ 

 

東
京
の
両
国
国
技
館
で
開
催

さ
れ
た
「
第
２２
回
全
日
本
小
学

生
相
撲
優
勝
大
会
」
で
、
九
州

代
表
で
出
場
し
た
古
仁
屋
相
撲

ク
ラ
ブ
の
選
手
た
ち
が
、
実
力

を
発
揮
し
、
５
年
生
の
部
で
、

時
永
柴
陽
君
（
古
仁
屋
小
）
が

準
優
勝
、
４
年
生
以
下
の
部
で
、

磯
晃
城
君
（
阿
木
名
小
）
が
３

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
時

永
君
は
、
８
月
に
行
わ
れ
た
「
わ

ん
ぱ
く
相
撲
全
国
体
会
」
で
は
、

優
勝
、
磯
君
は
、
ベ
ス
ト
８
に

入
っ
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
、

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。 

       
 

～
御
皇
室
献
上
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
～ 

１２
月
２２
日
、
国
道
５８
号
線

沿
い
、
網
野
子
峠
頂
上
付
近
の

空
き
地
で
、「
御
皇
室
献
上
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
産
地
の
町
」

の
看
板
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
名
称
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
８
年
秋
篠
宮
殿
下
の
来
町

を
期
に
、
毎
年
欠
か
さ
ず
厳
選

し
た
も
の
を
町
長
名
で
献
上
し

て
お
り
、
１０
年
後
の
平
成
１８

年
、
義
永
町
長
（
当
時
）
が
宮

務
官
と
の
会
談
の
席
で
、
名
称

の
使
用
を
許
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
１１
農
家
が
エ
コ
フ
ァ

ー
マ
ー
に
登
録
し
、
品
質
の
向

上
、
生
産
・
販
路
の
拡
大
に
努

め
て
い
ま
す
。 

      

～
瀬
戸
内
地
区
医
療
連
絡
協
議
会
主
催
～ 

１２
月
13
日
、
瀬
戸
内
徳
州
会

病
院
敷
地
内
で
、
ト
リ
ア
ー
ジ

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ト
リ

ア
ー
ジ
と
は
、
人
材
・
資
源
の

制
約
が
著
し
い
災
害
医
療
に
お

い
て
、
最
善
の
救
命
効
果
を
得

る
た
め
に
多
数
の
傷
病
者
を
重

傷
度
と
緊
急
性
に
よ
っ
て
分
別

し
、
治
療
の
優
先
度
を
決
定
す

る
こ
と
で
す
。
訓
練
は
、「
地
震

に
よ
る
が
け
崩
れ
に
バ
ス
が
巻

き
込
ま
れ
、
多
数
の
傷
病
者
が

発
生
し
た
」
と
の
想
定
で
、
町

消
防
と
町
内
５
医
療
機
関
の
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

        
～

町

内

一

斉

に

～ 

１２
月
２０
日
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
の
呼
び
か
け
で
、
町

内
各
集
落
、
各
種
団
体
が
一
斉

に
、
地
区
清
掃
を
行
う
年
末
美

化
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午

前
７
時
か
ら
の
作
業
に
も
関
わ

ら
ず
、
多
く
の
住
民
が
参
加
し
、

地
区
内
の
公
園
や
広
場
な
ど
で

草
刈
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
清
掃

作
業
に
励
み
ま
し
た
。 

             

～
集
落
住
民
で
渡
り
初
め
～ 

 

１２
月
１２
日
、
清
水
集
落
の

海
岸
沿
い
を
通
る
清
水
橋
（
通

称
セ
メ
ン
ト
橋
）
が
完
成
し
、

清
水
集
落
主
催
（
坂
井
清
人
区

長
）
に
よ
る
開
通
式
並
び
に
祝

賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
１３
年
に
建
設
さ
れ
て

か
ら
７０
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
激
し
く
車
両
及
び
歩
行
者
の

安
全
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま

し
た
が
、
橋
の
完
成
に
よ
り
、

車
両
及
び
歩
行
者
の
安
全
が
確

保
さ
れ
、
地
域
生
活
の
安
定
に

役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

看

板

除

幕

式 

全

日

本

小

学

生

相

撲 

年

末

美

化

作

業 

清

水

橋

が

完

成 

大

規

模

災

害

に

備

え 

賞状を手に 磯君(左)と時永君 

看板を背に関係者一同 

真剣に取り組む関係者 

親子で清掃中 

球場を清掃 

渡り初めをする清水住民 



広報せとうち（１１）  ２月１４日（日） まちづくりフェスティバル    

～
リ
サ
イ
ク
ル
学
習
と
し
て
～ 

１２
月
５
日
、
高
丘
子
ど
も
会

は
高
丘
集
会
所
及
び
集
会
所
ま

わ
り
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
行
わ
れ
た
作

業
に
は
、
保
護
者
を
含
め
３０
名

が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
が
自
主

的
に
班
分
け
を
し
、
清
掃
場
所

を
決
め
ま
し
た
。
清
掃
後
は
、

町
の
分
別
ポ
ス
タ
ー
を
見
て

「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
」「
分
別
す
る

と
資
源
」
に
な
る
こ
と
を
確
認

し
、
エ
コ
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し

み
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。 

～
己
の
力
を
信
じ
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
～ 

１２
月
８
日
、
古
仁
屋
小
学
校

（
村
田
達
治
校
長
）
で
、
持
久

走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全

校
生
徒
が
対
象
で
、
学
年
・
男

女
別
に
そ
の
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。
沿
道
に
は
、
多
く
の
保
護

者
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
懸
命

に
走
る
子
ど
も
た
ち
に
声
援
を

送
り
ま
し
た
。
走
り
終
え
た
子

ど
も
達
は
、
疲
労
感
と
走
り
き

っ
た
満
足
感
に
包
ま
れ
、
あ
ち

こ
ち
で
笑
顔
と
共
に
笑
い
声
が

響
い
て
い
ま
し
た
。 

～

新

役

員

が

来

町

～ 

１２
月
１８
日
、
関
西
瀬
戸
内
会

（
磨
島
三
郎
会
長
）
の
新
役
員

が
、
役
員
紹
介
を
兼
ね
表
敬
訪

問
に
訪
れ
ま
し
た
。
関
西
瀬
戸

内
会
の
会
員
は
、
６
千
人
傘
下

に
は
、
集
落
単
位
で
構
成
す
る

郷
友
会
が
あ
り
、
関
西
で
行
わ

れ
る
各
種
物
産
展
や
「
ふ
る
さ

と
回
帰
フ
ェ
ア
」
な
ど
定
住
促

進
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協

力
な
ど
、
遠
く
故
郷
を
離
れ
て

も
本
町
の
発
展
、
活
性
化
を
願

い
活
動
し
て
い
ま
す
。 

～
今
年
も
災
害
を
吹
き
飛
ば
せ
～ 

１
月
６
日
、
消
防
出
初
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
花
火
の
合
図

で
、
市
街
地
を
勇
壮
に
パ
レ
―

ド
し
た
後
は
、
旧
古
仁
屋
港
岸

壁
で
、
分
裂
行
進
や
各
団
体
の

消
防
訓
練
が
披
露
さ
れ
、
今
年

一
年
の
「
火
災
予
防
」
・
「
災

害
防
止
」
を
訪
れ
た
観
客
と
共

に
確
認
し
ま
し
た
。 

～

永

年

勤

続

者

へ

～ 

◆
受
賞
者
（
敬
称
略
） 

【
日
本
消
防
協
会
表
彰
】 

（
精
績
章
）
喜
村 

正
明 

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
】 

（
功
績
章
）
永
田 

秀
俊 

（
精
績
章
）
栄 

文
麿
、 

田
畑 

秀
也
、
永
井 

利
一 

【
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
】 

（
10
年
勤
続
） 

上
田 

博
和
、
山
下 

拓
三 

川
村 

茂
和
、
鳥
入 

和
仁 

豊
島 

裕
久 

【
大
島
支
部
表
彰
】 

（
15
年
勤
続
） 

田
中 

昌
三
、
田
中 

広
喜 

（
功
績
章
）
山
田 

浩
市
、 

勝
永 

門
、
徳
重 

敏
幸 

【
瀬
戸
内
町
長
表
彰
】 

（
５
年
勤
続
）
茂
村
恒
利
、
泰

勝
廣
、
新
納
利
久
、
湊
大
輝
、

上
河
勝
法
、
慶
政
樹
、
與
倉
大

志
、
山
田
哲
也
、
望
月
豊
和 

高
丘
子
ど
も
会
清
掃
作
業 

消

防

出

初

式 

持

久

走

大

会 

関
西
瀬
戸
内
会
表
敬
訪
問 

出

初

式

表

彰 

デッドヒートを繰り広げる両者 

関西瀬戸内会役員と関係者 

幼年消防クラブ放水 餅投げに集まる参加者 



２月１４日（日） まちづくりフェスティバル  広報せとうち（１２） 

１
月
４
日
、
町
中
央
公
民

館
で
平
成
２２
年
町
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
に

大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る

１１９
人
に
対
し
、
各
方
面
か
ら

お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
（
夢

を
持
っ
て
挑
戦
す
る
こ
と
、

感
謝
の
気
持
ち
・
言
葉
を
持

つ
こ
と
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

新
成
人
を
代
表
し
、
永
井

武
久
君
が
、「
支
え
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
支
え
る
立
場
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
」 

 

出
水
麻
理
恵
さ
ん
が
、「
大

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

努
力
を
怠
ら
ず
、
夢
に
向
か

っ
て
邁
進
し
た
い
」
と
こ
れ

か
ら
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

          

  
貯水タンク 清掃前 完了 

   

※水道法で年１回の清掃が義務付けられています。 

㈲瀬戸内ビルシステム  代表取締役 重 村 太 三 

瀬久井  （７２）－１２２８ 

地地デデジジ瀬瀬戸戸内内局局放放送送開開始始ししててまますす。。  
地デジもケーブルテレビで見られます。 

 地デジのことなら 

瀬戸内ケーブルテレビ㈱ 
古仁屋船津 1-1 ℡ ７２－４３４１   

データ放送で 

欲しい情報が 

すぐ見られる！ 

編 集 後 記 
成人を迎えられた皆さん、おめでとう

ございます。今年の新成人は、平成元年

生まれで、物心のついた頃から現在ま

で、景気の良い話を聞いた経験のない世

代だといいます。今後も厳しい状況です

が、環境に負けず、荒波に立ち向かって

欲しいと思います。そして、疲れた時は

故郷へ戻って英気を養い、再挑戦して下

さい。なぜなら、君達には若さという武

器があるのですから。がんばれ新成人！ 

 

歳歳のの祝祝・・法法事事・・各各種種宴宴会会  
☆ 各種宴会予約承ります 

料金はご予算に応じます 
★ 民宿あじぞの…１泊素泊まり2,700円（1人） 
（1名様より8名様まで利用可能・1組限定） 
5名から15名の各種宴会（1組限定） 
問い合わせ・予約は下記までお願いします 
郷土料理 味園  斉藤美保子 

古仁屋春日  ℡ 72-2276  fax 72-1708  
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